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背景と利用目的 

液中に分散したカーボンを用いて成膜する際、液中でのカーボンの分散形態が

膜の性質に影響するため、成膜前の形態を把握する必要があるが、これまで液

中分散カーボンの分散状態は、粒度分布による分散状態の把握や、乾燥などの

前処理を経た後に電子顕微鏡観察するなどの手法が取られており、液中の状態

をそのまま観察できる手法がなかった。そこで、放射光を用いた軟 X線顕微鏡

により、液中分散カーボンの形態観察に適用可能かどうかを検討する。 

実験・解析方法 

試料は界面活性剤を 1%程度含んだ水溶液に、市販のカーボンナノチューブを

分散させたものを用いた。試料溶液をキャピラリーチューブに封入し、含水状

態のまま観察を行った。照射する X線の波長は 2.4 nm とした。 
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成果の概要 

カーボンナノチューブ試料を封入したキャ

ピラリーについて、数箇所の観察を行った。

観察結果の一例を図に示す。図からわかる

ように、数ミクロン程度の凝集体が数多く

確認された。界面活性剤を添加した水溶液

中であっても、均一には分散していないこ

とがわかった。今後は、より均一に分散さ

せる手法について検討する必要がある。 

 

社会、経済への波及効果の見通し 

電子顕微鏡等の技術では不可能であった、水溶液中でのカーボンの形態観察が、

軟 X 線顕微鏡を用いることで可能となった。この手法はカーボンの水溶液中の

分散状態の評価に適用できることが明らかとなった。 

 

図 液中カーボンの軟 X線顕微鏡観察像 

     

図、表などがありましたら、適当に枠のサイズを変更して貼り付けて 

ください。 

 


